
令和元年度 能登町教育委員会指定・海洋教育推進事業

能登町立小木小学校

里海科実践発表



はじめに
１.里海科の実践と教育課程編成
について

２.小木小学校の里海科等の活動
紹介・実践例

３.能登町海洋教育推進拠点校・パ
イオニアスクールとしての役割

４.来年度に向けて
５.成果と課題



海洋教育『里海科』に取り組んで

研究主題

海に親しみ ふるさとにほこりと
愛着を持つ児童の育成
～海に関する体験活動を通して～

１．里海科の実践と教育課程編成



・海の自然に親しみ，海に進んで
関わろうとする児童

・海の環境保全に主体的に
関わろうとする児童

・海の自然や資源，人との関わりについて
進んで調べようとする児童

目指す児童像

１．里海科の実践と教育課程編成



４つの領域海洋教育のコンセプト

海を守る
海を利用

する

海に親しむ

海を知る

海と人と
の共生

海の自然に親し
み海に進んで関
わる

海の自然や資源
人との関わりに
ついて調べる

海の環境保全に
主体的に関わる 水産物や資源，船舶や

輸送などを利用する大
切さを学ぶ

１．里海科の実践と教育課程編成



A海に親しむ
•海を体験しよう
•漁師の仕事を体験しよう
•海に関わる仕事を見学しよう
•海に関わる活動を体験しよう

B海を知る
•海の魚について調べよう
•海の植物について調べよう
•海の生き物の誕生を調べよう
•海の生き物の関連について調べよう
•海を通した文化交流の歴史を調べよう
•海流や潮の満ち干，海底の地形につて調べよう

C海を守る
• 日本の水産業と海洋環境について調べ
よう

• 地球温暖化と海の変化について調べよ
う

• 海の環境の変化と生き物の暮らしにつ
いて調べよう

• 人々の暮らしが海洋に及ぼす影響につ
いて調べよう

D海を利用する
• 日本の水産業について調べよう
• 日本の海運について調べよう
• 世界の海運について調べよう
• 世界の結びつきと海運の働きについて調
べよう

• 日本の海洋でのエネルギー開発について
調べよう

１．里海科の実践と教育課程編成



海洋教育メインテーマ
１年生 海の植物 A［海に親しむ］
２年生 海の動物 A［海に親しむ］

B［海を知る］
３年生 環境学習 C［海を守る］
４年生 地域学習 A［海に親しむ］

D［海を利用する］
５年生 地域・環境学習

B［海を知る］
C［海を守る］

６年生 キャリア学習 A［海に親しむ］

生活科

総合的な学習の時間

里海科

１．里海科の実践と教育課程編成



里海科の時数（５年）

里海科

３５時間

総合

１４時間

社会
１０時間

理科

１１時間

・社会
（２）我が国の農業や水産業
ア国⺠生活を⽀える
食糧生産
ウ工夫・努力・運輸

・総合的な学習の時間
人々の暮らしが海洋に
及ぼす影響について

・理科
Ｂ生命・地球
（２）動物の誕生
ア卵の中の成⻑
イ水中の小さな生物



里海科の時数（６年）

里海科

３５時間

総合

１０時間

家庭
１０時間

理科
１５時間

・総合的な学習の時間
漁師の仕事を知ろう

・家庭
Ｂ日常の食事と
料理の基礎

（２）栄養を考えた食事
ウ１食分の献立

・理科
Ｂ生命・地球
（３）生命と環境
ア生物と水，空気との関わり
イ食べ物による生物の関係



２.活動紹介・実践例

海の植物 A［海に親しむ］

１年生 生活科 １５時間
「きせつとともだち〜みなさんこんにちは」

夏 海そう採集 海そう標本冬の海に出かけ海そう採集⇒観察夏と冬の海そうを比較⇒違いに気付く



２.活動紹介・実践例

海の動物 A［海に親しむ］B［海を知る］

２年生 生活科 ２０時間
「生きものといっしょに」

生きもの採集 すみか作り九十九っ子水族館 生きものとお別れ生きものの特徴・すみか・えさを知る命の尊さ・生きものへの愛着心



２.活動紹介・実践例

環境学習 C［海を守る］

３年生 総合的な学習の時間 １８時間
「わたしたちの海を守ろう」

海岸清掃in小木 ごみの分別・記録ポスター制作 ポスター配布

小木の町の施設・店
・スーパーしんや
・小木公⺠館
・小木港バス停
・海洋ふれあいセンター
・小木クリニック

など 計１０か所

自分たちの海は自分たちで守る



２.活動紹介・実践例

地域学習 A［海に親しむ］D［海を活用する］

４年生 総合的な学習の時間
「小木発信プロジェクト〜小木の町をPRしよう〜」

アンケート⇒課題 調べ学習漁→小木漁協 料理・体→地域の方々



２.活動紹介・実践例

地域学習 A［海に親しむ］D［海を活用する］

４年生 総合的な学習の時間
「小木発信プロジェクト〜小木の町をPRしよう〜」

紙芝居「小木イカ物語」 小木イカレシピ本

能登町の小学４年生
⻲岡市⽴吉川小学校４年生

他地域との産業・環境の違い
ふるさとへの愛着・地域理解



２.活動紹介・実践例

環境・地域学習 B［海を知る］C［海を守る］

５年生 総合的な学習の時間
「環境問題について考えよう」

ごみ拾い・調査現状を知るまとめる

課題の設定



２.活動紹介・実践例

環境・地域学習 B［海を知る］C［海を守る］

５年生 総合的な学習の時間
「環境問題について考えよう」

提案書動画配信

自分たちができること 社会としてできること能登町の有線放送
能登町の行政機関

ふるさとへの誇りと愛着
思考力・実践力・行動力



２.活動紹介・実践例

キャリア学習 A［海に親しむ］

６年生 総合的な学習の時間
「漁師の仕事を知ろう」

仕事の見学・体験課題の設定漁師から学ぶ・思いを知る仕事・地元に対する思い



関係機関との連携

小木小

能登里海教育
研究所

のと海洋ふれあい
センター

金大臨海実験
施設

能登少年

自然の家

小木公⺠館

小木漁協
宇出津漁協

能登海上
保安署

石川県水産総合
センター

うみとさかなの

科学館和平商店

日の出大敷

能登高校

あくあす能登

交流校
「亀岡市立吉川小学校」

２.活動紹介・実践例



３.パイオニアスクールとして

R1.8.28 海洋教育研修会

対象：能登町内の小中学校の教員

内容：低・中・高・中学校部会ごとに
各テーマを設定
→①フィールドワーク
②小木小学校実践例紹介
③ワークショップ
（自校のカリキュラム作成）

アドバイザー：能登里海教育研究所



３.パイオニアスクールとして
海洋教育研修会～フィールドワーク～

児童・生徒の気持ちになって

能登町⽴松波中学校協力

低学年部会…海に親しむ 中学年部会…海を守る

高学年部会…海を知る 中学校部会…海を活用する



３.パイオニアスクールとして

海洋教育研修会～ワークショップ～

小木小職員
能登里海教育研究所
↓

カリキュラム作成
→共有・意見交換



３.パイオニアスクールとして

海洋教育研修会 ～参加者の声～

・フィールドワークから，改めて子どもが感動するポ
イントに教師も一緒になって感動し合うことは，素敵
だなと思いました。他校との比較で，考察する方法や
アプローチの仕方を学びました。

・海洋教育を通して，物事に対する視野を広げたり，
探求心を引き出したりする可能性を感じました。単元
計画では，自ら課題を立て，情報収集→整理・分析→

新たな課題設定へと発展的に学習活動を繰り返す大切
さを実感できました。



４.来年度に向けて

総合的な学習の時間 年間指導計画

新学習指導要領 サイクルを意識



５．成果と課題

児童用アンケートより
・②〜⑤の数値
が上昇

・学びの楽しさ
必要性を実感

・海や町への愛着
がより芽生えた

・①が減少

・海の恐さを実感
→防災教育
（小中連携による）



５．成果と課題

保護者用アンケートより
・肯定的回答

・海洋教育の
必要性・意義を
理解している
・子どもと共に親
も関わる
・Ⅰ②③とⅡ③で
否定的回答

・発信の弱さ
・学習活動と親の
思いのズレ
・地域との関わり
の薄さ



５．成果と課題

・児童の小木の海に対する興味・関心の向上
→地域への愛着・探求心も向上

・海に対する視野・考えが広がった

・知識と体験の一体化
→課題意識，探求姿勢の定着
→コミュニケーション力の定着
→学力と結びつく

・縦のつながり，サイクルの意識

成果



４．成果と課題

・学びを実感できる指導力の向上
→１学期から「楽しい」「やってよかった」
と思えるように工夫する

→児童も教師も

・職員による更なる研修の充実

・地域，保護者への発信

・地域人材を活用した学習内容の見直し

課題



最後に…

海洋教育の良さ
子どもと一緒に教員も学べる
（海の良さ・楽しさ・海にかかわる事象）

能登町の海洋教育
小木小学校の特徴
関係機関が隣接
年間通して海洋教育を実施
地域に根付いた学習内容を発展



ご清聴
ありがとうございました


